
青森県教育委員会第７３９回定例会会議録

期 日 平成２２年８月４日（水）

場 所 教育庁教育委員会室（非公開会議については教育委員室）

議事目録

報告第１号 行政文書一部開示決定処分に対する異議申立てに係る決定について

議案第１号 青森県生涯学習審議会委員の人事について・・・・・・・・・原案決定

議案第２号 学校職員の人事について・・・・・・・・・・・・・・・・・原案決定

平成２２年８月４日（水）

・開会 午後１時３０分

・閉会 午後２時１２分

・出席者の氏名

鈴木秀和、福島哲男、島康子、高橋幸江、清野暢邦、橋本都（教育長）

・説明のために出席した者の職

川村教育次長、白石教育次長、川村参事、教育政策・学校教育・教職員・学校施設・生

涯学習・スポーツ健康・文化財保護各課長

・会議録署名委員

福島委員、高橋委員

・書記

鈴木学、中村尚吾



会 議

事務局からの報告

（白石教育次長）

学校職員の逮捕について、報告する。

県立高等学校教諭が「児童買春、児童ポルノに係る行為等の処罰及び児童の保護等に関

する法律」違反の容疑により昨日逮捕された。

事案の概要は、警察の発表によると、平成２２年３月２０日、県南地方のホテルにおい

て、県内の女子高校生が１８歳未満であることを知りながら、あらかじめ現金を供与する

約束をして、淫らな行為に及んだものである。

本人は、現在警察において取調べ中のため現段階での状況把握はできていないが、可能

な限りすみやかに事件の事実関係を把握し、厳正に対処して参りたい。

（教育長）

今回の事件が事実とすれば、生徒を指導し守るべき立場にある教員として、絶対にある

まじき行為であると同時に、生徒や保護者の信頼を著しく損ねる行為であり、極めて遺憾

である。

特に、県教育委員会が直接所管する県立高等学校の教諭による不祥事でもあり、県立学

校を預かる立場として、教育委員をはじめ県民の皆様にたいへん心配をおかけすることに

なり、心よりお詫び申し上げる。

今後は、事実関係を確認し、厳正に対処する。また、本日、県立学校及び市町村教育委

員会に通知を発出し、服務規律の確保の徹底を図って参りたい。

（委員長）

子どもたちを指導する立場の教員が、このようなあってはならないことをしたことは誠

に遺憾である。今後、このようなことのないよう指導の徹底をお願いしたい。

議事

報告第１号 行政文書一部開示決定処分に対する異議申立てに係る決定について

（非公開の会議につき記録別途）

議案第１号 青森県生涯学習審議会委員の人事について

（松田生涯学習課長）

青森県生涯学習審議会設置条例により設置している青森県生涯学習審議会委員の任期が

平成２２年８月２０日 をもって満了するので、新たに委員を委嘱するものである。



今回委嘱する委員のうち、新任は、桃井龍慈氏、蛯名修 一氏、中畑耕一氏、北向幸吉
も も い り ゅ う じ え び な し ゅ ういち なかはた こ う い ち き た む き こ う き ち

氏 北澤由美子氏 三上雅通氏 奥 静子氏 小山内敬子氏 野田継子氏 渡部里美氏 原、 、 、 、 、 、 、
き た ざわ ゆ み こ み か み ま さ み ち お く し ず こ お さ な い け い こ の だ つ ぎ こ わ た べ さ と み は ら

英輔氏、石澤雅人氏、船田泰寛氏、倉田和恵氏、堀内彩子氏、葛西貢造氏の１６名、再
えいすけ い し ざわ ま さ と ふ な だ やすひろ く ら た か ず え ほ り う ち さ い こ か さ い こ う ぞ う

任は、豊川好司氏ほか３名の計２０名である。
と よ か わ こ う じ

なお、堀内彩子氏、葛西貢造氏は公募により選考した委員である。
ほ り う ち さ い こ か さ い こ う ぞ う

また、青森県生涯学習審議会設置条例第２条第２項の規定に基づき、知事の意見を求め

たところ、７月１４日付けで同意する旨の回答を得ている。

委員の任期は平成２２年８月２１日から平成２４年８月２０日までの２年間である。

（鈴木委員長）

何か質問、意見はあるか。

（高橋委員）

今回の公募の状況はどうだったのか。

（松田生涯学習課長）

募集期間を今年４月１９日から５月１７日までとして公募したところ、応募は９名であ

った。内訳は男性４人、女性５人で、年齢幅は８２歳から３２歳までであった。地区別で

は、三八地域を除き全ての地域から応募があった。

５月３１日に選考委員会により選考し、２名の候補及び１名の補欠候補を決定したとこ

ろである。

（島委員）

委員選考の基本的な考え方の中に「在任期間及び重複任命の制限について徹底する」と

あるが、この制限のことについて確認したい。

（松田生涯学習課長）

県の規定によると、委員の在任期間については１０年を上限とし、重複任命については

委員の委嘱は３機関以内とされている。

生涯学習審議会は、審議内容が幅広いことから多くの方に委員を務めていただきたいと

して、原則として３期６年を上限として運用している。また、重複任命について、県の他

の委員をしている者は２０名中４名おり、この４名は生涯学習審議会を含めて２機関の委

員を務めている。

（鈴木委員長）

ほかに何か質問、意見はあるか。

なければ、議案第１号は原案のとおり決定することに異議はないか。

（全委員）

異議なし。



（鈴木委員長）

議案第１号は原案どおり決定する。

議案第２号 学校職員の人事について

（非公開の会議につき記録別途）


